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1〈論 説〉
ソヴェ ト社会主義共和 国連邦 の崩壊(1)
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は じめに
1991年12月,ソヴェ ト社会主義共和国連邦 は崩壊 した。この ことは,わ れわ
れ20世 紀人 にとって,ど のよ うな意味を もつのであろ うか・さまざまな意見が
あ りうるが,ソ ヴェ ト社会主義共和国連邦(ソ ヴェト連邦・ ソ連邦・ ソ連と略称)
の崩壊 は,過 ぎ し20世紀最大の歴史的事件 の0つ で あ り,後世 の歴史家 は,20
世紀 の歴史年表欄 に,二 っ の世界大戦 とともに,ソ 連 における 「20世紀社会 主
義」 の実験 の失敗を,記 録 に残すであろ う。
20世紀,ソ 連 は東側社会主義陣営 の総 帥 と して,ア メ リカ合衆国 に代表 され
る西側 資本主義 陣営 に対 峙 して きた大国であ った。米 ソ対立を基軸 とす る東西
冷戦体制 は,第2次 世界大戦後 の国際関係を全面的 に規定 して きた。 ソ連 の崩
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壊 は,東 側社会主義陣営の敗北を意味 した。 したがって,ソ 連崩壊 は各方面の
専門家の関心を集め,す でに多 くのす ぐれた論稿が現れ,論 争的著作 も公刊 さ
れている。われわれもまた・ この問題に関心をいだいており,ソ連崩壊にっい
て・私見を披露することにしたい。
これまでのソ連崩壊論は,主 として 「社会主義」の崩壊に焦点を合わせた も
のが多い。それはある意味で当然である。なぜな ら20世紀 は,資本主義批判の
最 も有力なイデオロギーであり,体制である社会主義が,ひ とびとの関心を集
めっづけてきたか らである。まこと20世紀 は,世界戦争 と民衆革命の世紀であ
り,た とえば東側のソ連邦 も中華人民共和国 も,世 界戦争のさなか,あ るいは
世界戦争 と関連 して・社会主義をめざす革命を契機に誕生 した国家であった。
こうして,社 会主義を標榜す る国家が現実に複数存在するという条件 のもと
で,「資本主義」対 「社会主義」は,理論的にも実際的にも,激 しい論争問題の
一っになったのである。
ソ連など東側の政治家やイデオローグは,世界の社会主義運動,労 働運動,
民族解放運動を支援 し,社会主義の資本主義に対する道義的 ・経済的優位を声
高に主張 した。これに対抗 して,アメリカなど西側の政治家やイデオローグは,
世界各地の反共 ・反社会主義勢力を支持 し,自 由と民主主義の点での,西 側資
本主義の優位を主張 した。
西側の自由放任経済(資本主義経済)と東側 ソ連の計画経済(社会主義経済)の
優劣をめ ぐる問題では,当 初西側は守勢にまわ り,ソ連の主張を部分的に認め
ざるをえなかった。たとえば,西側が1929年の大恐慌に打ちのめされていたと
き・ ソ連 は工業化をめざす5ヵ 年計画を猛烈な勢いで進めていた。西側の先進
国や発展途上国のなかには,と くに第2次 世界大戦後,経 済への政府介入や政
府のマクロ経済政策を積極的に是認するケインズ主義が浸透 しfガ イ ドライン
としてではあるが,東 側の 「計画経済」を模倣する国 も現れた。
ところが当のソ連経済は,1960年代にはいり 「計画経済」の累積する矛盾を
糊塗できなくなり,改革の試行錯誤を開始 したが,80年代 にはいり完全に行 き
づまり,活路を,西 側資本主義の自由放任の市場原理にもとつ く経済運営方式
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に求 めざるをえな くな った。 しか し,市 場社会主義(marketsocialism)もしく
は社会 主義 的市場経済(socialistmarketecon。my)への転換 の試 みは,中 国を除
いて,い ずれの社会主義国 で も失敗 した。 その他 の原 因 も加 わ って,ソ 連お よ
び東欧 において,い わゆる共産党の開発独裁体制 はすべて崩壊 し,同 時に共産
党国家 もまた次 々に消滅 してい った。
本稿で はまず}ソ ヴェ ト社会主義共和 国連邦 の崩壊 につ いて議論 す るにあた
り,予 備的考察 と して,ロ シア史,ソ 連史,ソ 連 の国家制度 および ソ連共産党
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に つ い て,一 瞥 して お く こ と に す る。
1予 備的考察
1-1ロ シアの歴史
東 ス ラヴ人 によ る最初 の国家 キ エフ ・ルー シ(キ ェフ公国)が 建国 されたの
は,9世 紀後半 の ことだ とされ る。ル ーシの建国 は伝説 の霧 につつまれてお り,
はっき りしない。 だれが建国 したかに関 して,ノ ルマ ン人 の リュー リク招致説
とスラヴ族 自身 による建国説 の二つがあ る。 ルー シの国の歴史 において第1に
注 目され るの は,地 中海帝国 ビザ ンチ ン(東 ローマ帝国)の 影響で ある。ル ーシ
は,黒 海 の彼方 にそびえ立つ ビザ ンチ ンか ら多 くの文物 を受 けとり,経 済観念
とともにキ リス ト教(ギ リシア正教)を 受容 した。 この ことによ って東 スラヴ人
は,文 字 ・数字文化 を もっ にいた り,産 業 の発展 と正教 の信仰 をつ うじて,ス
ラヴ古層文化 に ビザ ンチ ン地中海文明が表着 し,両 者 は融合 していった。
古 くはルー シ(ロシァという名称は15世紀以後)と よばれた東 ス ラヴ人の国 は,
焼畑農業や牧畜 ・漁業 ・林業 を生業 と してお り,今 日でい う1次 産品の産出国
で あっ鍵。 ビザ ンチ ンの都 コンスタンチ ノポ リスや黒海周辺地域への輸出品 目
は,穀 物 ・蜂蜜 ・蝋 ・號珀 ・木材 ・毛皮 ・奴隷な どであ り,ビ ザ ンチ ン側 はブ
ドウ酒 ・香料 ・金属用具 ・織物 ・宝石細工 ・書籍 などを スラヴ地域 に もた らし
た。 ルー シと ビザ ンチ ンの貿易 は,今 日的 にいえば,水 平貿易でな く垂 直貿易
で あ り,当 然,付 加価値 は ビザ ンチ ン側 の物産 が高 か った。
キエフは ドニエプル河畔 の商業 ・行政都市で あ り,ド ニエプル川一黒海一地
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巾海 を交易 ルー トと して コ ンス タンチ ノポ リスなどとっなが り,こ れ とは別 に
二つ の交易 ルー ト,す なわ ち ドニエプル川 … ロヴ ァチ川一 イ リメニ湖一 ヴォル
ホ フ川 一 ラ ドガ湖 一バ ル ト海 と}ド ニエ プル川…い くつか の小河川一一ポ ロッ
久 ヴィテブスクー西 ドヴ ィナ川一一バル ト海 とい うルー トをっ う じて,バ ル ト
海沿岸諸 国 とっなが っていた。 また後世 の経済史家 は,キ エフを,ヴ ォルガ下
流域 のアテ ィル(トルコ系遊牧民の国バザールの都,9世紀,国際貿易の中心地となる)
と南 ドイ ツの レーゲ ンスブル クとを結ぶ 内陸交易路線上 の商都 と して重視 して
いる。
キエ フ公国 など東 スラヴの諸公国が存在 した地域 は,広 大な ステ ップ(草原)
であ り,草 原 にはバザールに代表 され る トル コ系遊牧民が遊牧 ・農耕国家 をっ
くって暮 らして いた。 この南 ロシア草原 では,ル ー シ諸公国 と トル コ系遊牧 ・
農耕国家 との戦争,勢 力拡大 をめざす ビザ ンチ ンとの対立,ま たルーシ諸公国
間の抗争 が展 開 され た。後述 す るモ ンゴルートル コ系騎馬軍団 とルー シとの遭
遇 は・ 〈 タタールの くび き〉と して,ル ーシに強烈 な影響 を与えてゆ く。 なお
ロシア史家が い うくタタール 〉とは,南 ロシア草原 に移住 して きたア ジア系 の
ペチ ェネ グ人 や ポロベッ人,ま たモ ンゴル帝国 の支邦 であるジ ョチーウル ス(キ
プチャク汗国)の 支配 時代 のモ ンゴルートルコ人 を指 した。
13世紀初 め,モ ンゴルの蒼 き狼 チ ンギス汗(1162頃一1227)は,モ ンゴルート
ルコ系諸部族 をまとめ,世 界史上最大 の帝 国の建設 に着手 した。1236年,チン
ギス汗 の孫バ トゥ(1207-55)は,15万のモ ンゴルートル コ系騎馬軍団 を率 いて
ロシアに攻 めい り・ リャザ ン公国,ガ ー リチ ・ヴォルイニ公国,ヴ ラジ ミル大
公国・ キ エフ大公国な どを次々 と征服 し,支 配下 においてい った。バ トゥ軍 は
さらに・ク リ ミア・ザカフカース,ポ ー ラン ド,ハ ンガ リーにまで軍 を進 めた。
この大遠征の とき,ヨ ーロ ッパ に,ア ジアを して野蛮 ・残虐 ・脅威 とす る,い
わゆ る 「黄禍論」 の種子が まかれたのであ る。
バ トゥは,西 北 ユ ーラシア草原 に住 む トル コ系キプチ ャク族 をモ ンゴルの く
ウル ス〉に組み いれ,ウ ラル川西方か ら ドニエプル川流域 南 ロシア草原 にま
で・ジ ョチーウルス(キ プチャク汗国)の 領土 を広 げ,ヴ ォルガ河畔 にサ ライ ・バ
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トゥとい う都 をおいた。汗 は,臣 従 す るス ラヴ諸公 に対 して は公位 を安堵 し,
貢税 の義務 を課 した。安堵 された ロシアの諸公 は,所 領地 の住民か ら租税 と兵
員を取立て,汗 に奉納 した。 キプチ ャク汗国 では,モ ンゴル系 と トル コ系 との
混血が進 み,言 語的 に も文化的 にも急速 に トルコ化 して,14世紀 の前半 には ト
ルコ系 ムス リムの国 にな った。
モ ンゴル帝国 もその支邦 も,戦 争 と破壊,殺 獄 と略奪 に明 け暮 れて いたわけ
ではない。 この帝国 は多 くの民族 ・文化 ・言語 ・宗教を包み こんだ連合国家で
あ り,そ れぞれの国(ウ ルス)に は,遊 牧民 もおれば農漁民 もお り,商 人 もおれ
ば職人 もいた。草原 もあれ ば耕地 もあ り,オ ア シス都市 もあれば,河 湖 畔都
市 ・港湾都市 もあ った。 モ ンゴル帝 国 は,軍 事国家であ ると同時に重商主義国
家,自 由貿易国家で もあ った。帝国 の軍事的安 全保障 の もと,ジ ャム(駅伝制度)
の整備,牌 符(旅 券)の発行,通 行税(関 税)の廃止,銀 本位制の採用,紙 幣 「交
砂」 の発行,塩 の引換手形 「塩引」の通貨化,ウ イ グル商人や ムス リム商人 の
「オル トク」のネ ッ トワー クの利用等 をっ う じて,当 時 の地 中海商業 を はるかに
上 回 る規模 のユーラシア国際商業 を発展 させた。
広大 なモ ンゴル帝国 に点在す る諸都 市,す なわち,大 汗が居住す る大元 ウル
ス(中国)の 大都(現 在の北京),カ ラコル ム,杭 州,泉 州,京 兆,成 都,広 州,
オゴタイ汗国 のエ ミル,チ ャガ タイ汗国のサマルカ ン ド,ブハ ラ,ア ルマ リ久
イル汗国(フ レグ ウールス)の タプ リー ズ,ア ンカ ラ,バ クダー ド,ホ ルムズ,キ
プチ ャク汗国(ジ ョチ ウールス)の サ ライ,キ エ フ,モ ス クワaさ らに帝国の外 の
東地 中海 の ビザ ンチ ンの都市 コ ンス タンチ ノポ リス(後 のイスタンブール),ア
レッポ,ダ マスカス,ア レクサ ン ドリアなどを縦横 に結ぶ一大交易圏が出現 し
た。 モ ンゴル政権 と友好関係 を結んだ ウイグル商人や ムス リム商人 は,行 路 と
商売 の安全 を保証す る旅券を携帯 し,駅 伝制 を利用 して陸路 ・河川路 ・海路 を
盛 んに往来 した。ヴェネッ ィア人 マルコーポー ロ(1254-1324)は,この駅伝制を
利用 してはるば る中国 の大都 に赴 きy大 汗 ク ビライ(1215--94)に17年間仕え
た後,泉 州,南 海 をへて帰国 し,『東方見聞録(世 界の記述)』をあ らわ して,当
(3)
時の中央 アジアや中国の繁栄ぶ りを今に伝えている。
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1240年か ら1480年までの240年間にわ たるモ ンゴルの ロシア支配 を,ロ シ
ア側 は〈 タタールの くび き〉とよぶ。 ロシアの歴史家 によれば,こ の間 ロシア
は,野 蛮な アジア的専制国家の支配下 におかれ,暗 黒 と停滞の時代 を強制 され
た,と す る。 た しかに この時期,エ ルベ川以 西の ヨー ロッパでは,農 奴制の解
体過程 がすすみa数 次の十字軍遠征 のあ とを うけて,「商業 の復活」,ルネサ ン
ス,宗 教 改革,「大航海時代」,産 業革命 とつづ き,機 械制大工業 を軸 とす る資
本 主義 の誕生 を準備 していた。 ところが当時 のロシアは,タ タールの専制支配
と重 い貢税 に苦 しみ,社 会進歩 の圏外 に とり残 され,ヨ ーロ ッパに対 して 「後
進国」 の地位 に転落 してい った,と い うのであ る。
ロシアの後進性 の原因 として,ロ シアの歴史家のよ うに,<タ タールの くび
き〉を過度 に強調 す るのは誤 りである。 モ ンゴル帝国 とその分支国 は,多 分 に
重商主義国家 の性格を有 してお り,キ プチャク汗国支配下 のルーシも,そ の影
響 で公 たちは商業的産業 を大 いに発展 させた。か くしてモ ンゴル語か らヤムシ
チー ク(御 者,モ ンゴルの駅伝制度ジャムに由来),ト ル コ語系統か らタヴァール
(商品),カズナー(金銭 国庫),カバ ラー(負 債,契約),ペ ル シア語系統 か らバ
ザール(市場)な どの言葉が はい り,ロ シア語 として定着 して いった。われわれ
の見解 によれば,タ タール支配 の時代か らモスクワ ・ルー シの時代 に再編強化
され た農奴制の1861年までの存続 こそが,ロ シアの近代化,工 業化 を阻んだ最
大の原因であ った。 いずれにせ よ,モ ンゴル帝国の一 画であ った時代 のロシア
の利害得失 につ いて は,再 考の必要が ある。
タタール支配下 のルー シ諸公国 のなかで,通 商 と軍事 の要衝 を占めたモスク
ワ公国 が次第に勢力 をのば した。モスクワ大公 イヴ ァン3世(在 位1462-1505)
は,東 北 ロシアの諸公国を統一す るとともに,ノ ヴゴロ トを も併せ(1478),タ
タール汗 に対す る貢納 を停止 し,キ プチ ャク汗国 の支配 を離れ(1480),モ スク
ワを中心 とす る中央集権国家 をっ くりあげた。ロシア史家 は,こ の1480年をく
タタールの くび き〉の終了 の年 としてい る。なおイ ヴァン3世 は,1453年に滅
亡 した ビザ ンチ ン帝国 の最後 の皇帝 の姪 と結婚 し,ツ ァー リ(皇帝)を 名 の り,
ビザ ンチ ン皇帝 の紋章 「双頭の鷲」 を自家 の もの と し,自 分 が ローマ皇帝 の唯
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一正統 の継承者であ ると称 した。
全 ルー シに君臨 して繁栄 を誇 ったキプチ ャク汗国 は,15世紀 にカザ ク汗国,
カザ ン汗風 アス トラハ ン汗国,ク リミア汗国な どに分裂 し,衰 退 の道を歩 ん
だ。イヴ ァン4世(雷 帝,在位1533-84)は,カザ ン汗国(1552)とアス トラハ ン
汗国(1556)を併合 して,ヴ ォルガ水系 を支配 し,モ スクワ大公国 の地位 を固
め,ロ シア帝国への発展の道 を拓 いた。だが ク リミア汗国(1475年同族のオスマ
ン・トルコ帝国の宗主権下にはいる)は依然 として強大であ り,17世紀末 の ピ ョー
トル1世 の時代 まで,モ ス クワ大公国 に貢税を課 した。 なおイヴァン4世 は,
自分の帝位 を正 当化す るため,チ ンギス汗 の直系の子孫 であ る,キ プチ ャクの
アフマ ド汗 の曽孫 シメオ ン ・ベ クブラ トヴィチか らッァー リ位 を禅譲 させ ると
い う手続 をへて,正 式 に ッァ 一ーリの称 号を用 い る ことに した。
9世紀後半 のキエフ ・ルー シの建国 か らく タタールの くびき〉の時代をへて
モ スクワ ・ルー シの時代 にいた るまで,い くたの政治的変動 があ ったが,ル ー
シの経済的基盤 は農奴制農業であ った。多分 に奴隷制 の残津 を もっ ロシア農奴
制(各種賦役や貢税の賦課,農民の土地緊縛 ・売買 ・懲罰など)は,た びたび農民 の反
乱 や逃亡 に直面 した。 フロプカの乱(1603),ステ ンカ ・ラー ジンの乱(1670-
71),プガチ ョフの乱(1773-75)などで農民軍 は,地 方の重要都市 を占領 し,一
時 は首都へ攻めのぼる勢 いをみせた。貴族(地主)は 殺害 され,土 地 台帳 は焼か
れ,農 奴 は解放 された。 しか し反乱 が敗北す ると,農 奴制 を強化す るための反
動的強権措置 が とられた。
12世紀 の 『過 ぎし歳月の物語』 とい う年代記 によれば,キ エフ ・ルーシの建
国者 は リュー リク(弘 一879)だと伝え られ る。 リュー リクの子孫 が公位 につ く
とい う伝 統 は,キ エ フ大 公 国 の分 裂 後 もつ づ き,ル ー シの諸 公 はす べ て,
リュー リク朝 の子孫 であ ると称 した。 時代 は下 り1598年,イ ヴァン4世 の子
フ ヨー ドルの死 によ り,王 朝 としての リュー リク朝 は断絶 した。動乱の時代 を
へて,1613年に ミハイル ・ロマノブが皇帝 に選 ばれ,1917年までっつ くロマ ノ
ブ朝 の時代 がは じまった。
ロマ ノブ家出身 の ピョー トル1世(大 帝,在位1682-1725)は,新都 ペテル ブル
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クを建設 し・1721年に 「全 ロシアのイ ンペ ラ ・ートル」 とな り,こ こに ロ シア帝
国 が発足 した。彼 は,帝 国 の拡大 をあざ して軍備の増強 につ とめ,そ のために,
人頭税 を課 し,塩 ・酒 の専売 制 を しき,歳 入増 を はか った。大 砲 を は じめ軍
服.帆 布な どの軍需物資を生産す るために,ヨmッ パか ら多 くの技術者 ・職
人 を雇 いいれ,各 種 の官営 マニ ュフ ァクチュアを創設 して,官 有農奴 をそ こで
働かせた。商人によ るマニ ュファクチ ュア経営 も許 され,労 働力 と して農奴 を
購入 す ることが認 め られた。 ピョー トルの娘 エ リザ ヴェータ女帝(在 位1741-
62)の時代,ウ ラルの製鉄業 は大 いに発達 し,当時 ロシアはイギ リスの2-3倍
の銑鉄を生産 した。1754年には内国関税 を廃 止y57年には保護関税 を実施,商
工業の振興が はか られた。 しか し,そ れ らはいずれ も農奴制 の もとでの産業振
興であ ったことに留意 す る必要 がある。
ロシア帝国 の領 土拡張 は,上 述の ピョー トル大帝以後,顕 著 にな った。北部
および中部 ヨー ロッパ方面で は,北 方戦争 に勝利 して1721年にバル ト海 の帝
国 スウェーデ ンか らエス トニアと リヴォニア(ラ トヴィア)を奪 い,1809年には
フィンラ ンドを併合,ま た3回 にわた るポー ラン ド分割 に参加 して(1772,93,
95),ポー ラ ン ド東部,リ トアニ ア,ベ ロル シア,ド ニエプル川右岸 の ウクライ
ナを獲得 した。
南部のイス ラム地域 に目を転ず ると,ロ シア帝国 は,か つて ビザ ンチ ン帝国
が支配 した温暖 ・豊饒 の 「黒海 ・地中海」地域への進出をめざす南下政策 を も
ちつづけて いた。 いまその地域 を支配 す るの は,ビ ザ ンチ ン帝国を滅 ぼ したム
ス リムの オスマ ン ・トルコ帝国で あった。 ロシアは トル コとたびたび戦 い,そ
の衰退 に乗 じて領土 を拡張 し,1783年に クリ ミア,1812年にベ ッサ ラビアを併
合 して,黒 海北岸地方 を ロシア領 とした。また1829年まで にザカ フカースのほ
ぼ全域 を支配下 においた。黒海 はっ いに,ト ルコの海か らスラヴの海 に変 わ っ
たので ある。
ロシアはまたペル シアや トル コと争 い,1813年に北 アゼルバイ ジャン,r・ra
年 に東 アル メニ アを ロシア領 に した。1g世紀後半 には トルキ スタ ンに軍 を進
め・中央 アジァを手中 に収 めた。東 アジアで は,1598年に シ ビル汗国 を征服 し,
0354) ソヴェト社会主義共和国連邦の崩壊(1)9
シベ リア進出の拠点 をきづ き,極 東へ の膨張 をめざ し,ロ シア帝 国の勢力 は}
べ_リ ング海峡を渡 って アラスカにまで達 した(財 政難iから1867年同地をアメリ
カに売却)。1860年には中国か ら沿海州 を奪 い,1904-05年には朝鮮 ・中国東北
部 の支配 をあ ぐって 日本 と交戦 した(日 露戦争)。ロシア帝国 はこうして全方位
に膨張 し,多 数の異民族を支配下 にお く一大植民地帝国 にな った。
19世紀 なかば,農 奴制農業 と農奴制工業 に依拠す るロシアは,ヨ ー ロッパ の
工業帝国 イギ リス,フ ラ ンスに軍事的 に対抗 す ることは不可能 にな った。 その
ことを明示 した事件 は,ク リ ミア戦争(1853--56)にお けるロシアの敗北であ
る。 わずか40年 ほど前 の1812年にナポ レオ ンの大軍 を破 り,ヨ ーロッパ随一
を誇 った ロシア軍 は,数 において はるか に劣 る英仏軍 に完敗 したのである。敗
北 の原因 は,た んに軍事的な もので はな く,そ の背後 にあ るロシアの政治 ・経
済 の後進性であ った。 ロシアの後進性 は,農 奴 制の廃 止を はじめ とす る抜本的
な内政改革 な しに,克 服 で きる ものではなか った。
ロシアの大改革 は,19世 紀末か ら20世紀初 めに,政 府主導 の工業化 を軸に
展開 された。工業化 の 目的 は 「富国強兵」で あ り,欧 米列強 に伍す る大国 とし
ての地位 を きつ くことであ った。専制側 に も,セ ルゲイ ・ウィッテ(1849-1915)
の よ うなす ぐれた政治 家が あ らわ れ,さ まざまな殖産興 業政策 が打 ちだ され
た。大蔵省の大 臣官房 では,若 い官僚たちが研究会 を開 き,後 発工業国 ドイッ
の経済学者F・ リス ト(1789-1846)の『経済学 の国民的体 系』を勉強 して いた。
工業化 の推進 と財政資金 の獲得のために,高 率保護関税,消 費税,酒 類専売,
発券銀行の設立,金 本位制の採用,外 資導入な どの経済政策が と られた。 それ
らにより,ロ シアは1870年か ら1913年まで の約40年 間,新 興 のア メ リカや ド
イ ッよ り低 か ったが,先 輩格 のイギ リスや フランスより高 い経済成長 を実現 し
た。 上か らの工業化 は進んだが,「 その費用の大部分を農民が負担す ることに
よ って遂行 された工 業化 は,そ れ 自体政治的安定 を脅かす ものであ り,そ れゆ
(4)
えにまた,工業化政策の継続を危 うくするもので もあった」。ロシアの産業構造
は,農業の大海のなかに工業の小島が点在するという状態にあった。主な輸出
品は原料や農産物であり,工業資本財は輸入に依存せざるをえなかった。 ロシ
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ア経済 は,ま さに植民地型 もしくは今 日の途上国型 の経済 であ った。
中途半 端な農業改革,高 物価 ・重税 ・低賃金 は,農 民 や小生産者 ・労働者 を
苦 しめた。20世紀初 め,ロ シアの国内矛盾 は爆発寸前 に達 した。ロシア帝 国 は,
1914年に始 まる第1次 世界人戦 に参戦す ることで,この矛盾 を回避 しよ うと し
た。 しか し,戦 局 は ロシアに不利であ り,国 内経済 は悪化 し,国 民生活 は窮迫
した。 ロシアの民衆 は 「平和 と土地 とパ ン」 を政府 に要求 して立 ちあが った。
ソヴェ トに結集 した市民 ・兵 士の運動 は,1917年の二月革命 とな って爆発 し,
ロシア帝国 は滅亡 した。 こうして,ロ シアの近代化,工 業化,民 主化,富 裕化
の課題 は,同 じ年 の十月革 命 に勝利 した ソヴェ ト国家 に引 き継 がれ たのであ
る。
1-2ソ 連の歴史
今 は昔,ソ 連 に プログレス(進歩)と い う名称 の出版社 があ った。プログ レス
社 は,広 くソ連以外 の国々に,ソ 連 のす ば らしさを書籍 というメデ ィアをっ う
じて知 らしめ る機関であ った。本 に も本籍が ある。 その ことは承知 の上で,江
口朴郎先生 を監修者 に,江 口門下 の木村英亮(横 浜国立大学教授)氏 や岡田進(東
京外国語大学教授)氏 とともに,プ ログ レス社 の 『ソ連邦の歴史 社会主義時代』
(増補第3版,モ スクワ,1977年)を翻訳 し,日 本 に紹介 したことが ある。
旧 ソ連史学 を代表す るこの書物 によれば,ソ 連 の歴史 は次 のよ うな原則 に も
とつ いて叙述 され た。「ソヴェ ト社会史 は,ソ連邦 にお ける社会主義 と共産主義
の勝利をめざす たたかいの歴 史で ある。 それ ゆえ,そ の時期区分 の根底 にあ る
もの は,新 しい構成体 の成立 と発展 の法則的で自然史的 な過程 の基本的諸段 階
(5)
であ る」。この ような史観 にたち,ソ 連 の歴史学者 は,1917年の 十月革命 を 「社
会主義革 命」 と規定 し,ソ 連 史を社会主義 および共産主義 の建設史 と して叙述
したのであ る。
ソヴェ ト連邦 史の時期区分 も単純 明解 であ り,次 の二つの基本的 な段階 に区
分 された。第1段 階 は,「資本主義か ら社会主義へ の過渡期」であ り,時 期的 に
は,1917年10月か ら1937年まで。 この20年 間に社会生活 のあ らゆる部 面で
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革命的変革が行われ,社 会主義は資本主義に勝利 し,社会主義社会の基本建設
は完了 した,と主張する。第2段 階は,「社会主義」の段階,す なわち 「共産主
義の第1段 階」,時期的には1938年以後である。 この段階はさらに次の二っの
小段階に区分された。すなわちyX938年から1958年までの 「社会主義の完全か
っ最終的勝利」の時期 と,1958年以後の 「発達 した社会主義および共産主義の
(s>
建設期」であ る。
1937年を画期 とす る根拠 は,国 内戦(1918-21)と戦後復興期(1921-25)を経
過後,1926年に社会主義的工業化 と農業集団化 の課題が提起 され,そ して この
二っの課題 が,第1次5ヵ 年計 画(1928-32)と第2次5ヵ 年計画(1933-37)の
完遂 によ って達成 された こと,す なわち ソヴェ ト社会の社会主義 的改造 が完了
したこと,で あ った。社会主義的改造 とは何か。 それは具体的 には,す べての
経済活動 が国営企業お よび集団企業 によ って営 まれ るようにな り,ソ 連 の階級
構成 に質 的変化が発生 し,ブ ル ジョア ジー,地 主,富 農 などの搾取階級 は一掃
されて,ソ ヴェ ト社会 は,労 働者 ・職員(36.2%),集団農場農民(57.9%),イ
ンテ リゲ ンッ ィアその他(5.9%)の2階級1階 層 か ら構成 され る社会 に改造 さ
(7)
れた ことを指す。
レーニ ン(1874-1924)の階級論 によればi階 級 とは 「①一定 の歴史的 な社会
的生産体制 のなかで占める地位 のちがい,② 生産手段 に対す る関係 のちがい,
③社会的労働組織 のなかでの役割 のちがい,④ したが って社会的富 を受 けとる
方法 と分 け前 の大 きさのちがいな どによって区別 され る人間集団 のこと」であ
C8)
。 ところで,1930年代後半 に登場 した ソヴェ ト社会 にっ いて,労 働経済学 お
よび労 働社会学 の研究者が,レ ーニ ンの提起 した4つ の基準 に もとついて,少
しで もま じあに,国 有企業 や集団農場 の調査研究 を してみ るな らば,準 階級 と
しての党国家官僚層 が国家権力 および生産手段 の占有者 とな った,新 しい 「階
級社会」 の誕生 をみて取 るであ ろう。 またマル クス主義お よび レーニ ン主義 の
古典 の観点 か らみて も,1937年に ソ連社会が 「共産主義 の第1段 階 と しての社
く　　
会主義」を実現 した,と は主張で きない。
したが って,1938年以 降 の ソ連社会 の性格 をめ ぐる ソ連の学 界 の議論 もま
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た,学 問的 には信頼で きない。1938年以 降の ソ連 「社会主義 社会」を二っの小
段階 に分 け,1958年に 「社会主義 の最終 的勝利」を実現 したとか,ま た ソ連社
会 主義 の58年 以降 の発展段階 を,「発達 した社会主義」 だ とか,あ るいは 「発
達 した社会主義 の端緒段 階」 だ とか主張 す る旧 ソ連 の学 界における議論 は,初
めか ら終わ りまで虚妄の論議で あった といわ ざるをえない。
ソ連 の崩壊過程 において,人 文 ・社会科学 の うちで社会 の信頼 を失 い,根 本
的変 更を迫 られたのは,お そ らく歴史学,と くに自国史学 であろ う。1991年に
ソ連 が消滅 して15の 独 立国家が生 まれた とき,不幸 な ことに,ま ず新 しい歴史
教科書が必要 にな った。 エ リツ ィン大統領の ロシア連邦 で も,急 遽新 しいロシ
ア現代史の教科 書が作成 され,ロ シア教育省 が推薦 す る教科 書が出版 されは じ
めた。以下 に9年 生(日 本の中学3年 生に相当)用 と11年生(高 校2年 生)用 の教
科 書 『20世紀 ロシア史』 を取 りあげ,そ の特徴を検討 してみたい。
9年生用 の教科 書 は,次 の9章 か ら構成 されている。「第1章 大過程の エ ピ
ロー グ:1900--1916年の ロシア。第2章 展望 を探 す ロシア(1917-一一1927)。第
3章 ロシアの スター リン的近代化(1928-1938)。 第4章 第2次 世界戦争期
の ソヴェ ト連邦(1939--1945)。第 章 ス ター リン主義 の絶頂:1945--1953年
の ソ連邦。第6章 非 スター リン化 の最初 の試 み:1953-19fiO年代半 ばの ソ連
邦。第7章 体制 の危機:60年 代半 ば一80年代半 ばの ソ連邦。第8章 体制 の
u最後 のチ
ャンス":ソ連邦の"ペ レス トロイカ",19$5-1991年。第9章 岐路
にたっ ロシア:1991-1994年」。 この教科書 は,ス ター リンとス ター リン主義,
全体主義 に注 目 し,章 のなか に 「スター リン主義 の政治 システム」 とか 「全体
主義 の強化」とい う節を設 け,ま た ソ連史全体を,ロ シアの 「近代化過程」,「工
業社会 への移行過程」 にお ける 「民主主義」 と 「全体主義」 との闘争 の歴史 と
(10)
して 叙 述 して い る。
11年生 用 の 教 科 書 は,以 下 の 全10章 か ら構 成 さ れ て い る。 「第1章 世 紀 の
は ざ ま の ロ シ ア。 第2章 ドゥ ー マ 君 主 制 の 生 成 。 第3章 嵐 の な か の ロ シ ァ
(1907--1917)。第4章 ロ シ ア の 革 命(1917年3月 一1921年3月)。 第5章 全 体
主 義 体 制:形 成 と絶 頂(1921--1939)。第6章 第2次 世 界 … … 大 祖 国 戦 争 。第7
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章 戦後の最初 の10年 間。 第8章 国家 と社会50年 代末 ・60年代初。 第9
章 フル シチ ョフか らゴルバ チ ョフまで。第10章 ソ連邦の最後の歳 月。[補
章]20世 紀最後の10年 間の ロシア(結びに代えて)」。この教科書 もまた,全 体
主義論 を基本概念 として用 いてお り,ロ シアの全体主義体制 および全体主義社
会 の形成終了期を,1934年か ら39年の時期 と してい る。教科書 は,ソ連史 を全
(11)
体主義 の生成 ・展開 ・没落の歴史 として叙述 している。
総 じて教科書か らは,「 大f月 社会主義革命」 に焦点をあてた記述 は削除 さ
れ,9年 生用教科書 の歴史年表で は 「1917年10月25日 ペ トログラー ドに
おける武装蜂起.臨 時政府 の倒壊」,11年生用の年表で は 「1917年10月24-25
日 オクチ ャブ リスキー ・ペ レヴ ォロー ト.臨 時政府 の倒壊」,「1917年10
月25--26日 第2回 ソヴェ ト大会.平 和 につ いての布告,土 地 につ いての布
告,人 民委員会議 の創設」 とな っている。 またかって のソ連史学 で 「ブル ジ ョ
ア民 主主義革命」 と規定 された1917年の 「二月革命」につ いてみると,9年 生
用 の年表で は従来 と同 じく 「1917年2月27日 ロシアにおけるブル ジョア
民主主義革命の開始.ペ トログラー ド・ソヴェ トの形成」と記述 されているが,
11年生用 で は 「ペ トログ ラー ド労働者 ・兵 七代議 員 ソヴェ トの活動開姶 ロ
ジ ャンコを長 とす る国会臨時委員会 の設 立」 とな っていて,「ブル ジョア革命」
とい う用語 は用 い られていない。
さて新 しいロシア現代史 の教科 書において重要な役割を はたす 「全体主義」,
「全体主義社会」とは何か。現代 ロシアの歴史家 は,全 体主義を どの ように認識
して いるのか。西側 の政治学者や社会学者 はっ とに,「全体主義」を次 のよ うに
理解 して きた。「全体主義 は,個 人主義や 自由主義 の原理を否定 し,独裁政党 が
テロ リズムによ って国家 機構 を手 中 にお さめ,全 社会生 活 を規制 す る。 ドイ
ツ ・ナチズムやイ タ リア ・ファシズムの政治原理 や国家体制 が典型 であ り,ソ
(lz)
連など共産主義国家 もまたこの範疇にはいる」。上記の歴史教科書をみるかぎ
り,ロ シアの学者の理解 もこの定義の水準を越えていない。
われわれは,「旧 ソ連社会=全 体主義社会」論に反対である。全体主義論は,
一過性の社会現象をとらえた概念であり,国家の政策がっ くりだした短期的現
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象を特徴ずけたものにすぎない。社会科学の用語で言えばy全 体主義はす ぐれ
て上部構造に関係する範疇であり,社会構成体の土台を規定するような範疇で
はない。 たとえば,ド イッやイタ リアで全体主義が隆盛を誇 った時代,ド イッ
資本主義やイタリア資本主義は,上 部構造 としての全体主義に規定 されなが ら
も,資本主義,正 確には国家独占資本主義 として存続 したのである。
(1s)
われわれの ソ連史 に関す る認識を示 そ う。1917年の十月革命 は,「社会 主義
をあざす革命」 であ った。十月革命後,国 有化 セクターを中心 に,ま だ幼弱 な
国家 ウクラー ドを基軸 とす る不安定 な多 ウクラー ド制の 「発展途上(国型)社会
主義」が誕生 した。1930年代 の半ば,多 ウクラー ド制 の ソ連 の 「発展途上(国
型)社会 主義」は,た だ一 つ国家 ウクラー ド 社会 主義 のそれ とはちが う一一
を もっ社会経済 と しての 「発展途上(国 型)社 会主義」の第2段 階への移行 をは
た した(そ の政治的指標は,共産党の開発独裁体制,っ まり党国家体制の成立,その経
済的指標は,掌甲等官僚罵ノメンクラトゥ うー 員による生産諸手段の占有である)。
国家 ウクラー ドの拡大 ・強化 をめざす ソ連 の開発独裁体制(党 国家体制)は ,
第2次 世界大戦 の勃発 によ ってい っそ う強 め られ,大 戦後 も多少 の緩和を と も
ないっっ継続 し,ゴ ルバチ ョフ時代 までっづ き,1991年に終末 を迎 えた。 ソ連
の開発独裁体制(党 国家体制)の 終焉 は,国 家 ウクラー ドを基軸 とす る 「特殊 な
社会主義」,すなわち20世紀 の新生事物 と しての 「発展途上(国 型)社 会主義」
の終焉であ った。
1917年の十月革命 か ら1991年の ソ連消滅 までの全体が 「発展途上(国 型)社
会主義」の時代 であ り,そ れ は次 の二っの段階 に分 かれ る。す なわち1917年か
ら1930年代後 半 までが 「社 会 主義 をめ ざす段 階」 であ り,30年代後 半か ら
1991年までが 「国家 ウクラ 一ードの拡 大 ・強化 を 自 己 目的 とす る"国 家主義"の
段階」 であ る。第1段 階か ら第2段 階への移行 において決定的役割を はた した
のは,ス タ 一ーリン主義 に よ る 「党 国家 体 制」 の確立 ・強化 であ った。第2段 階
に,基 本的生産手段 の国家的 ・準国家的所有 が確立 し,こ れ に規定 されて生産
手段 を実質的に占有す る党国家官僚層(準階級としての支配階層)と,生 産手段 を
形式的 に所有 す る労働者 ・農民階級(被 支配階級)と い う二っの階級が生 まれ,
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さらにこれ ら二っの階級の再生産が行われた。労働者 ・農民階級 と掌甲蓼官僚
層(準階級)との矛盾を基本矛盾 とする 「発展途上(国型)社会主義」は,こ の
(14)
階級矛盾を止揚 しえないまま,1991年に崩壊 したので ある。
1-3ソ 連 の国家制度(ソ 連邦,連 邦構成共和国,自 治共和国)
ソヴェ ト社会主義共和国連邦 は,そ の名称 が示 すよ うに,15の ソヴェ ト社会
主義共和国か ら構成 される連邦国家 であ った。 ちなみ に旧 ソ連で連邦構成共和
国 とよばれた15の 国家 とは,主 と して東 スラヴ族(正 教徒)が 居住す るロシア・
ベロル シア(現在ベラルーシ),ウクライナの3共 和国,ザ カフカースのアゼルバ
イ ジャン(主にムスリムが居住),グル ジア(主 に正教徒が居住),アルメニア(主 に
正教徒が居住)の3共 和国,主 と して ムス リムが居住す る中央 ア ジアのウ ズベ
ク,カ ザ フ,キ ルギ ス,ト ル クメ ン,タ ジクの5共 和 国,ロ シアとは別の歴史
を もつバル トのエス トニア,ラ トヴィア,リ トアニアの3共 和国,そ れ に主 と
してルーマニア人が居住す るモル ダヴィア共和 国(現 在モル ドヴァ)で ある。
で はなぜ連邦国家 の形態 をと ったのか。 ソ連が継承 した ロシア帝国 は,陸 つ
づ きの広大 な植民地 を もっ多民族国家で あ り,帝 国内では東 スラヴ族 の ロシア
人 が優越 的地位 にっ き,他 の少数民族 は差別 ・抑圧 され,ロ シアは 「諸民族 の
監獄」 とよばれていた。その ロシア帝国 を打倒 して登場 した ソ連邦 は,民 族問
題 に格別 の配慮 を払 わざ るをえなか った。 ちなみ に,旧 ソ連 内に居住す る大小
(15)
の被 差 別 民 族 の 数 は100以 上 に の ぼ る。
新 生 ソ ヴ ェ ト権 力 の 国 家 形 態 は,諸 民 族 ソ ヴ ェ ト共 和 国 の 「1{OHΦe肥pau
m,連 合 」,「Φe且epaUHH,連 邦 」,「Com3,同 盟 」 の うち の い ず れ か 一 っ
で な け れ ば な らな か っ た。 ソ ヴ ェ ト権 力 は,当 初 理 念 と して は 「同 盟 」 国 家 を
掲 げ た が,実 態 と して は急 速 に 「連 邦 」 国 家 に変 質 して い っ た。
国 内 戦(1918-21)の終 了 後,ロ シ ア,ベ ロ ル シ ア,ウ ク ラ イ ナ,ザ カ フ カ ー
ス の 四 つ の ソ ヴ ェ ト共 和 国 は,レ ー ニ ンの 「同 盟 」構 想 を 支 持 し,1922年12月
の 第1回 全 同盟 ソ ヴ ェ ト大 会 で,「 ソ ヴ ェ ト社 会 主 義 共 和 国 同 盟 」の成 立 を 宣 言
した 。1924年に レー ニ ンが 死 去 し,や が て ス ター リ ン(1879-一一1953)が指 導 権 を
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確-_するとと もに,諸 ソヴェ ト共和国の 「同盟」 とい う理想 の旗 は捨 て られ,
国名 にCOK)3(同盟)を 残 したまま,諸 ソヴェ ト共和国が支邦 と して加盟す る,
中央集権的な 「連邦」国家 にな ってゆ く。
1925年にウズベク,ト ル クメ ンの2共 和 国,1929年に タジク共和国が ソ連邦
に加わ り,1936年にはザカ フカース連邦 が アゼルバ イジャン,ア ルメニア,グ
ル ジアの3共 和国 に分かれて ソ連邦 に加入,ま たカザ フ,キ ルギスの2共 和国
が ロシア連邦共和国か ら分離 して,っ ま り連邦構成共和国 に格上 されて,ソ 連
邦 に加入 した。 第2次 世界大戦中の1940年には,カ レロ ・フィンaエ ス トニ
ァ,ラ トヴィァaリ トアニア,モ ル ダヴィアの5共 和 国が新 たにソ連邦 に編入
され,連 邦構成共和国 は16に なった。1956年にカ レロ ・フィンは格下 されて
ロシア連邦共和国に編入,連 邦構i成共和国数 は一っ減 って15と な り,1991年
の ソ連邦崩壊 までつづ く。
15の連邦構成共和国 は,憲 法上 はそれぞれ主権国家 であ り,連 邦離脱 の権利
を有 していたが,実 態 は支邦 にす ぎなか った。 ソ連憲法 で保証 されていた連邦
離脱権 の行 使 は,離 脱 のため の手続 を定 めた法律 もな く,実 際 に は不可能 で
Cis}
あつた。ソ連ti産党 が支配す るソ連国家 は,連邦 を構成 す る15の 主権国家 との
「合意」とい う形 で,国 防 ・治安 ・外交 ・貿易 な どを独 占的に管轄 し,立法 ・行
政 ・司法 ・経済の全般的指導 および単一 の国家予算の作成 を行 ったのであ る。
なお旧 ソ連 には,15の連邦構成共和国 の うちの ロシア,ア ゼルバ イジャン,
グル ジア,ウ ズベ クの4共 和国 のいずれかに含 まれ る全部 で20の 自治共和国
くユの
が存在 した。連邦構成共和国 と自治共和国 とを区別す る原則 は,か な らず しも
明確 でない。 た とえば,旧 ロシア共和国内 のタタール 自治共和国 は,面 積6万
8000平方 キロ,人 口364万(1989)であ り,格上 の連邦構成共和国 のエス トニア
157万,ラトヴィア268万,ア ル メニア328万,ト ルクメ ン353万(1989)より
人 口は多か ったが,位 置づ けは自治共和国 であ った。歴史的経緯 や外国 と国境
を接 してい るか どうか によ って,タ タール は自治共和国 にとどめ られ たのであ
る。15の 連邦構成共和国 も20の 自治共和国 もともに国家で あ り,そ れぞれ最
高 ソヴェ ト,政 府,裁 判所 を もって いた。連邦構成共和国 と自治共和国 との主
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な違いは,前 者が ソ連邦か ら脱退する権利をもっのに対 して,後 者 はそのよう
な権利をもたない,と いう点にあった。
次に政府について述べてみたい。十月革命後,政 府機能をはたす 「内閣」に
相当する人民委員会議が創設 され,専 門別の政策担当の 「省」に相当する人民
委員部が設けられた。建国当初,人 民委員会議は政策決定の中心機関になった
が,ス ター リン体制が固まるとともに,政 策遂行機関に変質 していった。1946
年に人民委員会議 は大臣会議(閣僚会議とも言う)y人民委員部 は省 に改組 され
た。
1977年制定のソ連憲法によれば,ソ連政府すなわちソ連大臣会議 は,ソ連の
国家権力の最高の執行 ・処分機関である(第128条)。ソ連大臣会議 はyソ 連最
高 ソヴェ トの連邦 ソヴェ トと民族 ソヴェ トの合同会議において組織 され,そ の
構成員は,ソ連大臣会議議長(首相),第1議長代理および議長代理,各 ソ連大
臣ならびに各 ソ連国家委員会議長である。さらに連邦構成共和国の大臣会議議
長(首相)は,職務上 ソ連大臣会議の構成員になる(第129条)。大臣会議には国
有企業を管理する諸経済関係省や国家委員会(た とえば国家計画委員会)の 長が
含まれたため,大 臣会議構成員の数は110名以上にのぼることもあり,合議体
の機能をはたせなくなった。そこで主要大臣12名か ら成 る大臣会議幹部会が
設けられ,日 常の政策決定 ・執行にあたった(大臣数は1985年)。
ソ連大臣会議一政府は,共 産党政治局,党 中央委員会,人 民代議員大会,最
高 ソヴェトが決定 したことを履行する実務機関の色彩が濃 く,大臣 も専門技術
官僚が多か った。 ソ連政府 と共産党中央委員会 は,合 同決定のかたちで,し ば
しば重要な経済 ・行政上の決定を行 った。党中央委員会には,政 府の行政機構
に対応する部局が存在 し,政府の人事のみならず,政 策決定にも恒常的に関与
した。 ソ連においては,連 邦政府 と政党 との関係が真剣に議論されたことはな
い。「ソ連共産党;全 人民の利益を代表する党」という偽 りの定式の もとで,多
くの未解決の問題を残 したまま,1991年9月のソ連共産党の解散にともない,
12月のソ連邦の崩壊と連動 して,ソ 連政府 も消滅の道をたどったのである。
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1-4ソ 連共産党
ソ連共産党 の前身 は,1898年に創立 された ロシア社会民 主労働党で ある。十
月革 命の翌年 の1918年にロシア共産党(ボ リシェヴィキ),1925年に全連邦 共産
党(ボ リシェヴィキ),1952年に ソヴェ ト連邦共産党 に党名 を変更 した。 共産党
は,建 国後の ソ連邦 を事実上支配 して きた唯一 の政党で ある。 この党 の創立 か
ら国家権 力の獲得 まで は19年,レ ーニ ンらボ リシェヴィキ派が党 中の党 と し
て正式 に旗 あげ した1903年の第2回 党大会 か ら数えれば,結 党後 わずか14年
で政権の座 につ いた ことにな る。尚早 の感 はいなめない。
ソ連共 産党 は,「労働者 ・農民 ・知識人 の最 も意 識的 な前衛」 であ り,「社
会 ・政治組織 の最 高 の形態」 であ る とされ,党 員 の任務 は 「共産主 義 の物質
的 ・技術 的基盤 の創出のためにたたか うこと」であ った。共産党 には18歳 か ら
加入で き,コ ムソモ 一ール や3名 の党 員 の推 薦 を必 要 と し,党 費を納 め,党 組織
に属 して活動 す る。党組織 の末端 は,企 業 ・施設 ・学校 ・軍 隊 ・コルホーズな
(1$)
どに置かれ る初級党組織で あ り,3名 以上 の党員か ら構成 され る。 共産党 の指
導 の もとに活動す る青年組織 として コム ソモ 一ール(全 連邦 レーニ ン共産主義青年
同盟,14-28歳)があ り,ま た コム ソモールの指導 の もとで活動す る少年少女組
i織と して ピオネール(開 拓者団,10-15歳)があ った。
ソ連共産党 の世界 ・国内情勢認識 基本 目標 および任務 を定めた文書 は,「綱
領」 とよばれ る。最初の綱領 は,ロ シア社会民主労働党 の時代の1903年の第2
回大会で採択 され,ツ ァー リ専制体制 と資本主義制度 の打倒 を目標 に掲 げた。
f月革命勝利後 の1919年の第8回 大会 で第2の 綱領 を採択 し,社 会主義建設
の課題 を提起 した。1961年の第22回 大会では,「社会主義 はわが国 で現実 の も
のになった」 とのスター リンの認識 を再確認 して,第3の 綱領 を採択 し,ソ 連
(19)の現状は 「共産主義への前進の段階」であると規定 した。
ソ連共産党の最後の綱領である 「ソ連共産党綱領 新稿」は,1986年の第27
回大会で採択 された。綱領新稿は,「ソ連において基本的に社会主義社会が建設
された」,「社会主義は完全 に最終的に勝利 した」,「プロレタリアー ト独裁の国
家は全人民の社会主義国家 に成長転化 した」 というブレジネフ時代の認識を再
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度確認 し,ソ連 は 「発達 した社会主義の段階」にはいり,「共産主義への前進」
を課題にしている,槻 定 龍 なお党大会 としては最後となった199・年の第
28回大会で,「綱領的宣言」と新 しい 「党規約」を採択 したが,翌年 ソ連共産党
は消滅 し,「宣言 と規約」は机上の文書に終わった。
共産党の最高の意思決定機関 は党大会である。大会により選出された中央委
員か らなる党中央委員会 は,定期的かっ臨時に中央委員会総会を開催 し,情勢
分析 にもとづき党の方針を決める。中央委員会が党の指導を行 うことになって
いるが,実 際には中央委員会総会で選出される政治局が党 ・国家の内政 ・外交
の最高決定機関 としての役割をはたした。政治局の補助機関 として書記局が設
けられ,書記局は中央委員会の20以上の部局の政策決定や活動を指導 した。党
中央委員会の各部局 は,対応する政府各省庁や国家委員会,国 家 ・社会組織の
監督にあたった。
政治局 と書記局は,党 と国家の重要人事を決定 した。政治局 と書記局の両者
の頂点に立っのが党書記長である。書記長は,政 治局員や書記局員の人事,重
要党組織の書記人事をっ うじて,権 力基盤を固あ,ソ 連の政治 ・経済体制の最
高指導者になった。このような体制 は,1922年にスター リンが党書記長に就任
後つ くられていった。政治局および書記局を筆頭に各級の党機関は,国家 ・社
会組織を含む党内外の組織 に関 して,自 己が指名 ・推薦の権限を有する職名表
および有資格者名簿(ノ メンクラトゥーラ)を もち,人 事をっ うじて国家 と社会
全般に対 して 「指導的役割」をはたした。 ノメンクラ トゥーラの適用範囲は,
ソヴェ ト社会のすべての分野一 党機構,国 家行政機構KGB,外 交機構
軍機構,社 会団体,工 業の企業長,農 業のソフホーズ議長 ・コルホーズ議長,
研究所,教育施設 に及んでいる。ノメンクラ トゥーラ員の数は100万人弱,
家族を含めれば340万人と推定され,ソ 連の全人口2億8000万人の12%弱に
(21}
相当 した。
政党が国家 や政府 を批判 し,ま た選挙 をっ うじて多数党 とな り,国 政 を担 う
仕組 は,ソ 連 にはなか った。一般 に民主主義 の もとでの政党 はTそ のような役
割 を はたす ため に存在す る。 しか し,ソ 連 では,0政 党 にす ぎない共産党 がス
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タ ー リ ン主 義 の 共 産 党 に変 質 し,ソ連 共 産 党 は連 邦 国 家 を従 属 させ て,「党 国 家 ,
napTKpaTUUecKOerocyAapcTBo,partcraticstate」と い う ビ ヒモ ス
(化け物),し か も個 人 や 団 体 や 周 辺 小 国 に た い して 生 殺 与 奪権 を もっ20世 紀 の
(22)
ビヒモスを生んだ。 この掌甲…享は,昔 話 に聞 く秦の始 皇帝,ロ ーマの皇帝 ネロ
が支配す る国家 よ りも,あ る意味で は,恐 ろ しい国家 に成長 してい った。
このよ うな掌甲…蓼は,十 月革命 とソ連 の建国 に貢献 した トロッキー(1879-
1940)を暗殺 し,ジ ノ ビエ フ(1883-1936),カ ーメネフ(1SS3r-一一一193fi)aブハ ー リ
ン(1888--1938)などに代表 され る古参党員 を 「人民 の敵」と して大量処刑 した
。
ソ連 に入国 した外国の共産主義者,た とえば 日本 の国崎定洞(1894-一一1937)や山
本懸蔵(1895-一一i939),杉本良吉(1907--39)などを 「日本 ファシス トの手先」 と
して銃殺 した。 また第2次 大戦後 は東欧社会主義諸国 の内政 や指導部 の人事,
ソ連が加盟 す る国際団体 の政策 や人 事にT渉 した。 ブ レジネフ時代 に は,ソ 連
は 「兄弟国」の内政への介入 の口実 として,「制限主権論」な るものを提唱 した。
このよ うな ソ連 共産党 の絶 対 的地 位 は,ソ 連憲 法 一 国家 の基本 法一 に
よって保証 された。すなわ ち,1936年制定 のいわゆるス ター リン憲法 は,ソ 連
共産党を,「勤労者の前衛部隊 であ り,かつ勤労者のすべての社会 的な らびに国
家的な組織 の指導的中核」(第126条)と規定 し,共 産党 の特権的地位 を憲法上
(23)
は じめて明記 した。1977年制定の いわゆるブ レジネフ憲法 も,ス ター リン憲 法
の この規定 を うけっ ぎ,「ソヴェ ト社会 の指導 的かっ響導 的な力,ソ ヴェ ト社会
の政治制度 ・国家機構 ・社会団体 の中核 は,ソ 連共産党であ る」(第6条)と し
(24)
た。 ソ連憲法は,ス ター リン主義体制つまり共産党の党国家開発独裁体制を,
法的に正当化する役割をはた したのである。
ペレス トロイカの時期 に開催されたソ連共産党第19回協議会(1987)は,ソ
連共産党の権力独占という特権的地位の放棄,複 数政党制や政治的野党勢力の
容認 などの原則を採択 したが,そ の実施 は遅 々として進 まず,実 現 したのは
1990年3月のソ連人民代議員大会でのことである。憲法第6条 は次のように修
正された。「ソ連共産党,そ の他の政党,同様 に労働組合,青年その他の社会組
織 ならびに大衆組織 は,諸 ソヴェ トに選 出された自組織出身の代議員をっ う
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じ,またその他の形態で,ソ 連国家の政策決定,国 家事業,社 会事業の行政活
動 に参加摺 」.妥協的産物 として,や っと騰 政党制への道が開かれたが・日寺
すで に遅 く,1991年の8月 クーデ タの失敗 を契機 に,同 年9月,ソ 連共産党 は
消滅す る。
ソ連共産党 にっ いて述べ るとき,こ の党 の組織原則 につ いて言及せ ざるをえ
ない。1919年に開催 された ロシア共産党第8回 大会 の決議 の一つ に,党 の組織
問題 に関す るものがあ った。「現在,ウ ク ライナ,ラ トヴィア,リ トアニア,ベ
ロル シアは別個 の ソヴェ ト/¥和国 として存在 して いる。 いまの ところ・国家 の
存在形態 につ いての問題 は,こ のよ うに解決 されてい る。しか し,こ の ことは,
ロシア共産党が今度 は独 立の共産党 の フェデ ラツイヤを基礎 として組織 されな
ければな らない,と い うことを決 して意味 しない。 ……ロ シア社会主義連邦 ソ
ヴェ ト共和国のあ らゆる地域 のすべての党活動 を指導 す る単一 の中央委員会を
もった,単 一 の中央集権的 な共産党 の存在が必要 である。 ロシア共産党お よび
その指導機関のすべての決定 は,そ の民族 的構成にかかわ りな く,党 の全支部
を無条件 に拘束す る。 ウクライナ,ラ トヴィア,リ トアニアの共産主義者 の中
央委員会 は,[ロシア共産]党 の地方委員会 としての権利を享受 し,ロ シア共産
(26)
党中央委員会 に完全 に従属す る」。
上記 の決議が採択 された1919年は,国 内戦 と外国の軍事干渉の時期であ り,
生 まれたばか りの ソヴェ ト権力 は,地 主 ・資本家権力 の復活 をめざす反革命軍
と,ロ シア各地 で死活 をか けた戦争 を行 っていた。 ロシア共産党 と他 の三っの
共産党が,各 自ば らば らな方針で白軍 と戦争 を した とすれば,2年7ヵ 月にお
よぶ国 内戦 に勝利す ることは困難で あった。歴史的に も,組 織的に も,旧 ロシ
ア帝国内の共産党 のなかで中核的位置 を しあた ロシア共産党の決定が,当 時の
ウクライナ,ラ トヴ ィア,リ トアニア共産党 を 「無条件 に拘束」 し,ま た ロシ
ァ共産党 の決定 に 「完全 に従属」 したことは,戦 時 とい う異常 な状況 に照 らし
て,妥 当な組織方針であ った といえよ う。
ところが第8回 大会 の党の組織問題 に関す る上記 の決議 は,ス ター リン時代
の ソ連共産党 に受 け継 がれ,「ロシア共産党」を 「ソ連共産党」 と読 み替え るこ
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とで,ソ連共産党の組織原則になっていった。連邦共産党(政治局,書記局,中央
委員会諸機関)が最高の政策決定機関にな りyそ の決定は,各連邦構城 共和国共
産党を 「無条件に拘束」 した。各連邦構成共和国共産党は,ソ連共産党の中央
委員会に 「完全に従属」 した。 ソ連共産党 はかつて,各 連邦構成共和国,す な
わち各民族共和国の共産党第1書 記にロシア人,第2書 記に民族人を当てるな
どの姑息な策をとったことがあるが,ソ 連共産党 と各共和国共産党 との関係 に
ついて・また各共和国共産党間の関係について,正 しい組織 原則を打ち立てる
ことがで きないまま,1991年に終末を迎えたのである。
ではソ連共産党内の組織原則 は何であったか。それは民主集中制であった。
民主集中制は,党 内民主主義 と中央集権制とを統一 した組織原則 として,現 代
の政党一般 に必要な組織原則で もある。 このような組織原則を もたない政党
は,政 党とはいえない。また内外の重要問題について,そ の党の見解,方 針,
政策が四分五裂であるようではz国 民は,そ の政党について支持 ・不支持の判
断の基準がなくなり,政治に参加することができない。党内民主主義 すなわ
ちすべての党員に選挙権 被選挙権 リコール権,投 票権,発 言権などを保障
し,民主的に党運営がなされることを条件に,「少数 は多数に従 う」,「個人は組
織に従 う」,「下級 は上級に従 う」いう民主集中制の党規律は,ひ とり共産党の
みな らず・ ひろく現代の政党にとって必要な規律になる。
上記の党組織原則や規律にっいていえば,そ れは,単一国家に存在す る単一
政党の党組織原則,党 規律であって,ソ 連のような同盟国家での同格の複数共
産党および複数共産党の結合体の党組織原則,規 律にはなりえない。また民主
集中制であるが,ソ 連およびソ連共産党の歴史的事実に照 らして検証す ると
き,ソ連共産党は,中 央集権制を重視 し,民主制の原則を遵守 してきたとはい
えない。 ソ連共産党は,ス ター リン主義の党に変質 して しまい,党 内民主主義
は失われ,「書記長→政治局 ・書記局→中央委員会→下部党組織→党員」という
位階制的な上意下達の政党,あ るいは ドイッチ ャー(1907-67)のいう 「代行主
義」の政党に変質 していった。 ソ連など旧社会主義国の無告の民 は,共 産党の
お偉いさんを 「oxK,やっ ら」とよぶにいたり,非共産党に変質 した名ばかり
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の共産党 は,民 衆 に見捨て られ,自 滅 していったのであ る。
以上 の四っの予備知識を前提 に して,角 度 を変えて ソ連邦 の崩壊 について考
えてみたい。す なわ ち,崩 壊 した ソ連 の国名 に注 目して,ソ 連邦 の崩壊を考察
す る。 ソ連 の正式国名 は,ソ ヴェ ト社会主義共和 国連邦であ る。 ロシア語で は
C。m3C。BeTCKHxC・uHa朋cT四ecKHxPecny6刀HK・ 英語 で1ま
UnionofSovietSocialistRepublicsと表記 され る。 ソ連 の国名 は奇妙
な国名 であ り,た いて いの国名 にはい ってい る固有名詞が ない。 ソヴェ トを地
名 と取違え る人が いるが,そ れは後述す るよ うに間違 いである。
十日革命 直後 か ら1920年代前半の ソヴ ェ トの共産主義 者た ちの議論 をみ る
と,「ソヴェ ト社会主義共和国同盟」とい う国名 には,社 会主義革命 に勝利 した
西欧 や世 界の諸 ソヴェ ト共和国 が,対 等 の主権国家 として,次 々に加盟 す るで
あろ う,と い う共産主義者 の夢が託 されていた ことが分か る。 当時 ソヴェ トの
共産 主義者 た ちは,熱 心 に 「全世 界 ソヴェ ト共和国」・ 「統一 国際社 会主義 ソ
ヴェ ト共和国」,「世界社会主義 ソヴェ ト共和国」 の結成 につ いて語 って いたの
で ある。
ソヴェ ト社会主義共和国連邦 という国名のなか には,ソ ヴェ ト・社会主義・
共和国,連 邦 とい うキイ ・ワー ドが ある。 それ らの うちソヴェ トは,最 初一般
的 な,そ の後特殊 ソ連的な固有名詞 とな る。社会主義 は人間社会の普遍的理想
を示す普通名詞であ り,共 和国 および連邦 は,近 現代 におけ政治形態 ・国家形
態を示す政治学 の概 念であ る。 したが って ソ連 とい う国家 の崩壊 は,(1>ソヴェ
ト,② 社会主義,(3)共和 国,(4)連邦 とい う四つの柱 の崩壊 を意味す る。 そ こで
本稿 は,こ の順 序で,ソ ヴェ ト社会主義共和国連邦 の崩壊 につ いて,考 察す る。
2ソ ヴ ェ ト ・社会主義 ・共 和国 ・連邦 の崩壊
2-1ソ ヴ ェ トの崩壊
ソヴェ トとは何か。 多少 ともロシア語 を学 んだ諸君 は,普 通名詞 としての ソ
ヴェ トが 「①忠告,助 言,相 談,協 議 審議,② 会,会 議 議会,評 議会,協
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議会}審 議会,理 事会」 などを意味す ることを知 ってい る。 ロシア ・ソ連史 に
関心 を もつ諸君 は,ソ ヴェ トが ソ連 の国家権 力機関 を意 味す ることを知 って い
る。 さらに ドイッ近代史 や中国近代史 を知 る諸君 は,次 の事実 を知 って いる。
ドイッで は,第1次 世界大戦 の敗戦時 に水兵 の反乱が起 こり,皇 帝 は亡命 し,
各地 に労働者や兵 士のRate(評議会)が 結成 され,流 産 は したが ドイッ革命 に
一定 の足跡 を残 した。Rateは,まさに ロシアの ソヴェ トに相当す る政治組織 で
あ った。中国 では,1927年以後,中 国共産党 は革命根拠地 としての解放区に蘇
維埃権力 を樹立 し,1931年11月7日 には,中 華蘇維埃共和国臨時政府 の成立
を宣 言 して,主 席 に毛沢東(1893--1976)を選 出 した。申す まで もな く蘇維埃 は,
ロシア語 の ソヴェ トの音訳 である。
ソ連 の国名 のなか にあ る大文字 の ソヴェ トは,日 本語で ほぼ② の意味に対応
す る固有名詞 である。で は ソヴェ トとは何か。 レーニ ンの ソヴェ ト論 に耳を傾
けよ う。 レーニ ンはsロ シアの傑出 した共産主義者,マ ル クス主義者,社 会運
動家 のひ とりであ り,1917年のff-一月(新 暦11月)革 命 を勝利に導 き,ソ 連 の建
国に功績 のあ った人物 である。レーニ ン曰 く,「もし革命的諸階級 の人民的創造
力が ソヴェ トをつ くりださなか ったな らば,ロ シアで はプロ レタ リア革命 は見
込のない事業であっただぎ響」。
ロシア革命 は,1905年の革命 と1917年の革命か らな り,後 者 はさ らに二月
革命 と十月革命 とに区別 された。 狭義 に は十 月革命 を ロシア革命 と呼ぶ ことが
ある。 ソヴェ トは・ レーニ ンが述 べた ごとく,三 っ のロシア革命 において,重
要な役割 をはた した。
ロシアで最初 の ソヴェ トは,1905年の第1次 ロシア革命の過程で生 まれた。
当時,ロ シアは,ア ジアにおいて 日露戦争を遂行 中で あ ったが,遼 陽 ・旅順 ・
奉天でのあいつ ぐ敗北 で,戦 局 はロシアに不利 であ った。 しか も当時 の ロシア
における民主主義の発展 は未成熟 であ り,議 会 も,普 通選挙制度 もな く,労 働
運動 ・民族運動 ・市民運動 は黎明期 にあ り,国 民 の意志 を国政 に反映 させ るす
べ はなか った。労働組合や政治結社 の存在 は許 されず,た とえばaソ 連共産党
の前身 の ロシア社会民主労働党(1898年創立)は ,非 合法組織 であ り,指 導者 の
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多 くは,監 獄か流刑,亡 命を よぎな くされて いた・
1905年1月9日,ペ テル ブル クの労働者 と家族 は,司 祭 ガボ ンの指導 の も
と,戦 争 の中止,8時 間労働 日,政 治的 自由,憲 法制定議会 の召集 などの16項
目の要求を ツ ァー リに請願す る行進を行 った。 この平和 な請願 デモに対 して,
ツ ァー リの軍隊 は発砲 し,多 数の死者 ・負傷者をだ した。首都 ペテルブル クで
の 「血の 日曜 日」事件 のニュー スは,た だちに全国各地 に伝わ り・40万人以上
の労働者 が参加 す る抗議の ス トライキがお こり,農 村 で も各地 で農民集会が開
かれ,地 代の引下 や労賃 の引上 を要求す るにいた った。11月の全 ロシア農民同
盟第2回 大会 はzす べての土地を全人民の共有 に移 すべ きことを決議 した。
労働者 の運動 は,同 年5月,「 ロシアのマ ンチ ェスター」として有名 な繊維工
業都市 イヴ ァノヴォ ・ヴォズネセ ンスクで 「ソヴェ ト」 とい う名称 の・後 に特
別の意義が付与 され ることになる,全 市 的な労働者 の代表機関 を生 みだ した。
ソヴェ トは,工 場 を基礎 に一定 の割合 で選挙 された労働者代表 の全市的合議体
であ り,労 働者代表 は,職 場 の労働者 とソヴェ トとを結 ぶ紐帯 であ った。 この
点 にソヴェ トの力 と権威 の源泉があ った。 このよ うな ソヴェ トは,ペ テルフル
クや モスクワをは じめ全国の主要都市で組織 され,労 働者を ス トライキに決起
させ た。 全国的 なス トライキは10月 に最高潮 に達 し,ロ シアの産業 は麻痺 し
た。
この ような状況 の もとで,ニ コライ2世(1868-1918)は「十 月詔書」を発布
し,市 民 的 自由の保証 や選挙制国会の開設を約束せ ざるをえなか った。 ペテル
ブル クの労働者代議 員 ソヴェ トは,」卜月詔書を拒否 し,無 期限 ス トライキを決
議 したが,政 府 は トロッキーなどペテルブル ク ・ソヴェ トの活動家 の大量逮捕
を もって応酬 した。 モ スクワの労働者 も武装蜂起 したが,軍 隊によ って鎮 圧 さ
れた。か くして,ツ ァー リズム打倒を掲 げる ソヴェ トと十月詔書 に満足 したブ
ルジ ョア層 との間 に亀裂 が生 じ,第1次 ロシア革命 は急速 に終息 に向か った。
1905年当時,ロ シアの革命勢力 はいまだ弱体で あり,各 地 の ソヴェ トは官憲 に
よ って次々に圧殺 されてい った。
ソヴェ トは,第1次 世界大戦 巾の1917年,ロシアの 「二月革 命」で再現す る。
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1905年の例 にな らって,た だちに首都 ぺ トログラー ドで労働者 ソヴェ トが組織
された。1905年との相違 は,17年には兵士の多数が革 命勢力側 にっ き,軍 隊内
に兵士 ソヴェ トがつ くられた ことである。2月27日 ,ペ トロ グラー ド労働者 ・
兵士代議員 ソヴェ トは,国 会各派代表委員会 と協定 を結 び,そ の結 果3月2日
臨時政府 が成立 した。同 じ3月2日,ニ コライ2世 は退位 し,約300年 っつ い
た ロマノブ朝 は終 わ りを告 げた。
二 月革命の進行中,ソ ヴェ トと臨時政府 との二重権力状態 が生 まれた。臨時
政府 は,普 通選挙 によ る憲法制定会議 の招集 などを もりこんだ宣言 を発表 した
が,民 衆 の即時講和要求,パ ンよこせ要 求,農 民の土地要求 にこたえる ことが
できなか った。3-4月 には全国各地 に労働者,兵士,農 民の ソヴェ トがっ くら
れ・6月 には全 ロシア ・ソヴェ ト大会 が開かれた。2月 か ら10月,ソ ヴェ トに
結集す る諸勢力 は,「すべての権力 を ソヴェ トへ」とい うスローガ ンを掲 げ,国
家権力の獲得をめざ した。 レーニ ンが率 いるボ リシェヴィキは,ソ ヴェ ト内に
おける影響 力の拡大 にっ とあた。
10月25日(新暦11月7日),ペ トログラー ド ・ソヴェ ト執行委員会の もとに
設 け られた軍事革命委員会 は,「ロシアの市民 へ」とい う声明 を発 表 し,臨 時政
府が打倒 され たことを宣 言 した。 レーニ ンが起草 した この声明 は次 のよ うに述
べてい る。「臨時政府 は打倒 された。国家権力 は,ペ トログラー ド労働者 ・兵士
代議員 ソヴェ トの機関一一一ペ トログラー ドの プロ レタ リアー トと守備隊 の先頭
に立つ軍事革命委員会 の手 に移 った。人民がそのためにたたか って きた事業,
民主主義 的講和 の即 時提議,地 主 的土 地所有 の廃 止,生 産 の労働 者統 制Tソ
ヴェ ト政府 の樹 立とい う事業,こ の事業 は保障 された。労働 者,兵 七,農 民 の
(28)
革命万歳」。
1918年1月i第3回 全 ロシア労働 ・者 ・兵士 ・農 民代 議員 ソヴ ェ ト大 会 は,
「ロシアは・労働者,兵 士および農民代議員 ソヴェ トの共和国で ある。中央 およ
び地方 の全権力 は,こ れ らソヴェ トに属す る」 と決議 し,こ こに ソヴェ トは,
正式 に全 ロシアの国家権 力機関 にな った。 この とき レーニ ンは次 のように述べ
ている。「新 しい制度 であるソヴェ ト権力が頭 で考 えだ された ものでな く,一党
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_派 のや り方 でな く注 活 その ものの蝦 の結果であ り泊 然成長 的に形成 さ
れつつ ある世界革命の結果であ るということは,い までは,万 人 の一一 とい っ
て もいい と思 うが一一確信す るところであ り,わ れわれの敵 の認 め るところで
(29)」
。
ソヴ ェ トは,す べて の権力 を行使 す る機関だ という意味で,西 側 の君主国や
共和国 の謙 とは区別 される議 会}源 則 として 酷 擬 もつだけで あるカ'・
ソヴェ トは立法権 のみな らず執行権(行政権)も司法権 も合わせ もつ もので あっ
た.こ うして,「 ソヴェ ト共和剛 と1会 制斯 咽 」 とが きび しく区別 され・
「プ。 レタ リアー 触 裁す なわ ちソヴェ ト共和国」と 「ブル ジョア民主犠 すな
わ ち議会主義」 とがす るどく対置 された。
薙 党 の若 い中央委員の うちで 「最 もす ぐれた人材」・ 「党 の きわめて貴重な
最 大の::家 」と評 されて いた ブ・・一 リン}ま(1922年末に・実筆記のレーニン囎
書による),1919年当時,党 機 関紙 『プラウダ』の編集長を務 めて いたが,西 側
の議会 につ いて次 のように述べてい る.「民主.礒 的斯 咽 」の最高機関であ る
「パル ラメン ト議 会」 は,・ シア語で いえば 「ガヴァ リリニヤ・井戸端会議」
にあた り,4年 に1度 「労働者 出身 の議員」が議会 に派遣 され,国 家 の活動 に労
働者 が参加 す るとい う 「例 の フ ィクツ イヤ,虚 構」をつ くりだ して いるのであ
る,(30)。
ソヴェ ト制度 は,ソ 連時代 なかんず くスター リン時代 に,次 第 に整備 されy
法制度 的には申 し分 のない もの,外 形的 には非難の余地のない ものにな った。
しか し,こ の ことと,そ れが社会議1こ ふ さわ しい・ ソヴェ ト国民 の最離 力
機関 と して機能 したか ど うか は,男llのことで ある・以下簡単 に・創 成期 の ソ
ヴェ トとは似 て非な るス ター リン時代の無力化 した ソヴェ トについて紹介 した
い0
ソ連邦憲法(1977年採択)は,「ソ連邦 の全権力 は,人 民 に属す る。人民 は,ソ
連邦 の政治 的基礎 をなす人民代議 員 ソヴェ トをつ うじて・国 家勧 を行使 す
る」 と規定 している 爾 環).人 民.・〉=員ソヴェ トは函 家 レヴェルで は・ ソ
連邦,連 邦構成共和国,自 治共和国の各最高 ソヴェ トであり・地方 レヴェルで
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は,地 方(ク ライ)お よび州,自 治州 および自治管区,地 区,市,市 内の区,都
市型居住区 および村の人民代韻 ソヴェ トであ る(第89条).地方(ク ライ)と州
はa共 和国のす ぐ下 の単位であ り両者 は同格,行 政 区画 と しての地方(ク ライ)
の内部 には少数民族 の自治管 区が含 まれた。
末端 の行政単位 は都市 型居住 区[町]と 村 であ り,い くっ かの町 と村 が集
まって地 区 となる。地区 は人 口5万 程度 の市 と同格 であ り,さ らに地 区 と市が
集 ま って州 を構成す る。 この州 と同格 の地位 にあるのが大都市 であ り
,ロ シア
連邦共和国で はモスクワとレニ ングラー ド,ウ クライナ共和国で はキエフとセ
バ ス トー ポ リ,そ の他の共和国で はだいたい首都がそれにあた り,そ の下 に市
区があ った。
ソ連 で一番大 きいロ シア ・ソヴェ ト連邦社 会主 義共和国 は
,行 政 的 には16
自治共和国・5自治州・1・自治管区,6地 方(ク ライ),49州,1698地区,981市,
360市区・2010町・22652村に分 かれてお り,一一番小 さなエス トニア.ソ ヴェ ト
社会欝 共和国 には・州 はな く・15地区・33市4市 区,2町194村 があ っ
た(1977)。一般 に連邦構i成共和国 と自治共和国 には最高 ソヴェ ト,そ れ以下 の
地方 自治体 には人民代議員 ソヴェ トが設 け られた。
ソ連邦,連 邦構成共和国お よび 自治共和国 におけ る最 高国家権力機関 は
,最
局 ソヴェ トで ある(1977年憲法第1・8条,137条,143条).なお 漣 邦最高 ソヴェ
トは・連邦 ソヴェ トと民族 ソヴェ トの2院 か らなる(第109条)
。 それぞれの最
局 ソヴェ トは代議員 のなかか ら幹部会 を選 出す る(第120条,138条,144条)。最
高 ソヴェ トは・大臣会議 一政府 を繊 する(第129条,139条,144条).大臣会議
e政 府 の構成員 には代議員以外 の者を加 え ることがで きる(第
129条)。そ して
政府 は省,庁,委 員会 などの機関を もち,行 政 を執行 す る(第131条の7)。
各級 の地方 ソヴェ トの国家権力機関 は,そ れぞれの人民代議員 ソヴェ トであ
る(第145条)。その仕組 は・最高 ソヴェ トの複写版で あると考えて よいが
,相違
もあ る。地方 ソヴェ トは,ソ 連邦,連 邦構成共和国,自 治共和国 の法令 によ っ
て与え られた権限の範囲内 において 「決定」(日本の条例に相当)を 採択す る(第
148条)。また地方 ソヴェ トは,代 議員 のなかか ら執行委員会 や各種常任委員会
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を選 出す る(第149条その他)。執行委員会 の議長 は,西 側の州知事 とか,あ るい
は市町村長 に相 当す る。地方 ソヴェ トの代議員 は,執 行委員会 の構成員 と して
活動す る場合 もある し,計 画 ・予算 ・工業 ・建設 ・教育等 々の常任委員会 の構
成員 と して活動 する場合 もある(第146条,第147条)。
ソ ヴェ トの代議 員 は,各 級 ソヴェ トにおけ る人民 の全権代表 であ る(第103
条)。代議員 の選挙 は,普 通 ・平等 ・直接 の選挙権 に もとづ き秘密投票 によって
行 われ(第95条),選挙権 は18歳以上 のすべての国民,被 選挙権 は,ソ 連邦最高
ソヴェ ト代議員 は21歳 以上,そ の他 の ソヴ ェ トの代議 員 は18歳 以上 で あ る
(第96条)。代議 員の任期 は,ソ 連邦最高 ソヴェ トが5年,そ れ以外 の ソヴェ ト
は2年 半 であ る(第90条)。代議員 の選挙 は,各 選挙区定数1の 小選挙 区制であ
り(第101条),立候補 者 は複 数 で もいいわ けで あ るが,実 際 には1名 だ けで
あ った。代議員の候補者を推薦す る権利 は,ソ 連邦共産党,労 働組合,コ ム ソ
モールの諸組織 協 同組合,そ の他 の社会団体,労 働集団,部 隊の軍勤務員集
会で あ る(第100条)。選挙人 の信頼 に こたえ な い代議 員 につ いて は当然,リ
コールの制度 がある(第107条)。司法制度 にっ いて は紹介 を省略す る。 ソ連邦
憲法 には 「七 裁判,仲 裁および検事監督」に 「第20章 裁判 所および仲裁機
関」 と 「第21章 検察庁 」 とが設 けられ,詳 細 な条文があ る(第151-168条)。
ペ レス トロイカの時期 の1988年,上述 の ソ連憲法(1977年制定)の 改正 が行
われ た。新設 の人民代議員大会が従来 の最高 ソヴェ トと並 んで最高権力機 関に
な った。1989年3月の人民代議員選挙 は,初 の複数候補制の 自由選挙 とな りs
当選 した代議員 の85%は共産党員であ ったが,し か し共産党 レニ ングラー ド州
委員会第1書 記 をは じめ州委員会,市 委員会 の書記30人 が落選 した。首都 モス
クワの選挙 では,共 産党内保守派批判 の急先鋒 エ リッ ィン(1931-)が圧勝 し,
これを契機 にエ リツ ィンはソ連 の運命 を左右 す る政治家の地歩 を固めてい く。
エ リッィンは,1990年5月に ロシア共和 国最高 ソヴェ ト議長 に選出 され,1990
年7月 の ソ連 共産 党第28回 大会 の席上 で離 党 を表 明 し,1991年6月に は自
由 ・直接選挙 によ って初代の ロシヤ連邦共和国大統領 に選 出された。 なお連邦
構成 共和国 レヴェルで 「人民代議員大会」制度 を導入 したのは,ロ シアとウク
30商 経 論 叢 第34巻 第1号 0333)
ライナの2共 和国だ けで あ った。
さて ソヴェ トであ るが,最 後 の ソ連共産党書記長 ゴルバチ ョフ(1931-)も認
めているよ うに,「ソヴェ トは若干 の行政機能 を委任 されたが,各 級党委員会 の
厳重 な統制下 におかれて いた」。1989年6月の時点 において も,ソ 連共産党 と
人民代議員大会 ・最 高 ソヴェ ト ・政府 との関係 につ いてみ ると,「いかな る問
題 も[共 産党]中 央委員会 の承諾 な しに決定 されてな らない」 と確信す る幹部
(33)
党員が大 半で あった。
共産党員 に このよ うな信念 をいだかせ るにいた った経緯 は何か。 それは,あ
の広大な ソ連 で,1917年の 十一月革命後 まず共産党組織 の全国的 ネ ッ トワークが
徐 々にっ くられ,こ の共産党組織 の 「指導」で各級 ソヴェ トがっ くられて いっ
た,と い う事情 に注 目す る必要 があ る。上 は ソ連邦最高 ソヴェ トか ら下 は村 ソ
ヴェ トまで,す べて対応 す る共産党組織が先 に存在 し,共 産党員 が ソヴェ ト代
議員を兼 ね,市 や町の党委員会事務所 と役場 ・議事堂 とが同一 の建物のなかに
同居 している例 もあ った。共産党以外の政党 の存在 は許 されない ソ連で はy人
材 はおのず と共産党 に集 中せ ざるをえなか った。 ソ連邦 や連邦構成共和国,州
や地方(ク ライ),大都市 の共産党組織 は,専 門的知識 ・技能 を もっ高学歴 の常
勤党職員 ノメンクラ トゥーラ,つ ま りキ ャ リアのエ リー ト官僚 を多数
擁 していた。 た とえば,ゴ ルバチ ョフはソ連共産党 内で書記長,エ リツ ィンは
政治局員候補 にまでのぼ りつめたエ リー トであ り,い ず れ も大学卒,若 い時代
は,地 方 の党組織や ソヴェ ト,工 場や コルホーズな どで,組 織 や政治,工 業や
農業 の専門家 として経歴 をっんだのであ る。共産党 の ソヴェ トに対す る優越性
は歴史的 につ くられて きた ものであ った。
レーニ ンはかって,ソ ヴェ トは,「議会制度の長所 と直接民 主主義の長所 とを
統合す る可能性,す なわち立法機能 と法律 の執行[行 政]と を選挙 された人民
の代表の一身 に統合す る可能性,を 与 えてい る。 これは,ブ ル ジ ョア議会制度
に くらべて,民 主主義 の発展 の うえで世界史的 な意義 を もっ一歩前進 であ る」
(34)
と述べた ことが ある。 しか し実際 には,ソ 連の各級 ソヴェ トを このよ うな機関
にす る試 み は失敗 し,レ ーニ ンのい うソヴェ トが本来 もっていた 「可能性」は,
0332) ソヴェ ト社会主義共和国連邦の崩壊(1)3ユ
「実在性」への発展途上の初期段 階に,ソ 連共産党 とい う名 の政党 によ って圧殺
されて しま ったので ある。
現 実主義者 で あ ると ともに理想主義 者 で もあ った レーニ ンは,ソ 連 の 「ソ
ヴェ ト」が彼の考 えるように運動 しさえすれば,ソ 連 にお ける 「社会主義」 の
建設 も,「共和国」の発展 も実現 され,ま た世界各国 の革命 の前進 によ って,ソ
ヴェ ト社会主義共和国同盟 への加盟国 の数 もふえ,や がて 「世界 コ ミュー ン」
が地球上 に樹立 され るであ ろう,と 夢想 していた。 しか し,レ ーニ ンらの夢 は
破れ,ソ ヴェ トの形骸化 は ソヴェ ト連邦 の崩壊 を導 いたのであ る。
